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１．本ガイドラインの趣旨 

美浜町は、知多半島の南部に位置し、東は三河湾、西は伊勢湾に面し、三河湾国定公園と

して指定されている美しい自然が広がり、奥田海水浴場・若松海水浴場・野間海水浴場・小

野浦海水浴場の４つの海水浴場を有しています。例年多くの観光客が訪れていただけること

から、これまでも町、町観光協会及び各支部、関係機関が協力して、安心・安全な海水浴場

の確保に努めてまいりました。 

令和２年４月７日に発令された「新型コロナウイルス感染症対策緊急宣言」が５月１４日

に解除され、愛知県独自の緊急事態宣言も５月２７日に解除されましたが、引き続き感染の

拡大防止対策を講じていく必要があります。 

 海水浴場においては、多くの来場者があることから、海水浴場開設者、海の家等の事業者

が感染リスクを高めない取り組みを行うことにより、安心・安全なおもてなしを提供するこ

とが重要であります。 

 そのため、町、町観光協会において、海水浴場開設者や事業者の皆様が行うべき新型コロ

ナウイルス感染症の防止対策を、ガイドラインとして取りまとめました。 

 取りまとめにあたっては、「愛知県新型コロナウイルス感染拡大予防対策指針」、政府の

専門家会議「新型コロナウイルス感染症対策の状況分析・提言」中にある「業種ごとの感染

拡大予防ガイドラインに関する留意点」、各業界団体及び他地域で作成されたガイドライン

を参考としています。 

 

２．海水浴場開設にあたっての基本的な考え方 

海水浴場は、屋外ではありますが、多くの人が集まり、「密集」・「密接」・「密閉」に

なることにより、新型コロナウイルス感染症の感染リスクが高まることが問題となります。

このような海水浴場の特性を十分に理解したうえで、海水浴場や海の家等での「密集」・

「密接」・「密閉」を防ぎ、新型コロナウイルス感染症の感染を防ぐ取組みを徹底して行う

ことが必要であると考えます。 

 

３．海水浴場開設者が行うべき感染防止対策 

 砂浜でもソーシャルディスタンス（人との間隔をできるだけ２ｍ、最低１ｍ空けるこ

と）の確保に努め、場内放送により呼びかけること。 

 特に、夏季の気温・湿度が高い中でマスクを着用すると、熱中症のリスクが高くなるお

それがあるため、海水浴客には、屋外で人と十分な距離（少なくとも２ｍ以上）が確保

できる場合、マスクをはずす、水分を補給するなど、熱中症を予防するよう周知するこ

と。 

 手洗いやシャワーの励行を、場内放送により徹底すること。 

 救護所や監視所において、換気に配慮すること。 

 監視、警備の人員の氏名・連絡先を把握するとともに健康チェックに努めること。 

 監視人用にマスク等の個人防備具を備えて、海水浴場内で体調不良者が出た場合は、装



着して対応すること。また対応後は速やかに手指消毒を行うこと。 

 救護者の情報（氏名、連絡先など）を記録に残し、疫学調査ができる体制を整備するこ

と。 

 

４．事業者（海の家、駐車場、ボート小屋等）が行うべき感染防止対策 

 テーブル、いすはできるだけ２ｍ（最低１ｍ）以上の間隔を空けて座れるよう配置を工

夫すること。 

 店舗入口や手洗い場所には、手指消毒用に消毒液（アルコール等）を用意すること。 

 従業員にはマスクを適切に着用し、頻繁かつ適切な手洗いを徹底すること。 

 店内は窓・ドア等の定期的な開放、常時換気扇の使用など、徹底した換気を行うこと。 

 複数の人が触れる場所（ドアノブ、ロッカーの取手、テーブル、いす等）を適宜消毒す

ること。 

 手や口が触れるようなもの（コップ、箸など）は、適切に消毒するなど特段の対応を図

ること。 

 トイレの蓋を閉めて流すよう表示する。ハンドドライヤーは使用せず、共通のタオルは

禁止すること。 

 ゴミを回収する人は、マスクや手袋を着用する。マスクや手袋を脱いだ後は、必ず石け

んと流水で手を洗うこと。 

 うきわ、パラソル等の貸出しの前後には消毒すること。 

 シャワールーム、更衣室等の利用時における人と人との接触を避けるための工夫を行う

こと。 

 従業員の健康管理を徹底し、発熱や風邪の症状がみられる場合は勤務に従事させないこ

と。 

 

５．観光誘客、イベント 

 愛知県新型コロナウイルス感染拡大予防対策指針に基づいて、適切な時期、人数で実施

すること。 

 イベントの開催にあたっては、その規模に関わらず、主催者において、「密集」・「密

接」・「密閉」が発生しない席配置や人と人との距離の確保、出演者や参加者等の主催

者による行動管理等、基本的な感染防止対策を講じること。 

 参加者の氏名、連絡先を把握し、感染が発生した場合の参加者への確実な連絡と行政機

関による調査への協力に備えること。 

 

上記のほか、下記のガイドラインを参考にしてください。 

 愛知県新型コロナウイルス感染症拡大防止対策指針（令和２年５月２６日愛知県） 

 社会体育施設の再開に向けた感染拡大予防ガイドライン（令和２年５月１４日スポーツ庁） 

『３の（４）施設管理者が準備等すべき事項の１）～３）』 


